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「スカウトの日」活動内容のご紹介 

地域清掃や植林活動、社会福祉施設の訪問など敬老の日にちなんだ活動、人権・平和・国際理解をテー

マとした活動、地域のニーズによる地域の方々と共に行う身近な奉仕活動、また、持続可能な開発目標

（SDGs）を達成するための活動などが、積極的に行われることを奨励しています。過年度の活動報告

から、活動テーマに沿った活動をご紹介します。毎年作成し、全団に送付している「スカウトの日」実

施報告書もご覧いただき、隊や団の活動計画の参考にご利用ください。 

 

       

 

 

 

環境保全・環境美化の活動 

地域清掃や近隣の街路樹植樹などの環境美化活動に長年取り組んでいます。近年では SDG’ｓの 17 の

目標の中で様々な視点からそれぞれ取組みを実施しています。 

当連盟 100 周年記念事業「プラごみバスターズ大作戦」は終了しましたが、プロジェクト名を、2024

年度のスカウトの日のテーマとして活用し、例年の「スカウトの日」の取り組みを行いました。 

＜事例紹介＞ – .埼玉県連盟 狭山第二団 – 

河川敷の不法投棄に対して、どうして捨ててしまうんだろうという疑問

を持ち、あれこれ考えていました。答えはでませんが、「考える」という

ことが大事だと思います。大きいゴミ重いゴミはカブ隊の年長者が率先

して行っていたのが印象的でした。 

社会奉仕活動 

環境とはまた異なる分野の社会問題に対する支援や協力も取り組みの一つです。 

近年事前災害より頻繁に起こっている中で、地震や豪雨災害被害のあった地域では、支援を含めた活動

を実施していました。他にも養護老人ホームとの交流イベントの実施、市民運動会や障がい者スポーツ

大会の奉仕、防災イベントのプログラム提供などを行っています。 

＜事例紹介＞ – 石川県連盟 野々市第 1 団 – 

防災士と共に防災倉庫内の備品の点検・整理、簡易トイレの組み立てと使い方の実演、炊き出しの補助

などを奉仕しました。ボーイスカウトの自発性がよく目立った活動になった。防災士には毎年奉仕して

ほしいと好評でした。 

一般児童を招待して展開する活動 

スカウト活動を知っていただく機会として、広く一般児童やご家族に対

して展開する活動にも取り組んでいます。地元イベントに出展協力した

り、団独自でイベントを開催しています。 

地区や団におけるスカウト体験活動を展開する内容が多く、防災キャン

プ、丸太切り、ロープ結び、スタンプラリーなどその内容は多岐にわた

っています。 

＜事例紹介＞ – 福岡県連盟 粕屋第 10 団 – 
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一般児童 43 名（保護者 33 名）を招待し、ビニール袋で作る「防災ご飯」を仕込んで出来上がるまで

の間に、目が見えない状況での「暗夜行路」、ガレキの中を進む「鈴を鳴らすな」、仮設の橋を渡る

「モンキーブリッジ渡り」を体験してもらいました。 

国際貢献に関する活動 

人権・平和・国際理解を目的として、諸外国と関わりのある NPO と

の協働プログラムや世界の環境破壊・絶滅危惧の動植物への理解を深

めるプログラムにも積極的に取り組んでいます。 

長年協力しているユニセフ募金の取り組みを本活動として実施する

他、友好団とのプログラム、難民支援衣料回収プロジェクトへの参画

として衣類回収協力も行っています。 

＜事例紹介＞ – 茨城県連盟 水戸第 5 団 – 

9 月はユニクロの難民支援衣類回収に取り組みました。940 点の衣類を回収できました。また期間外に

なりますが 7 月は環境に取り組む月間として各種清掃活動にあたり、地域の清掃イベントと連携して取

り組みました。 

災害復興支援の活動 

全国各地で、また海外でも気候変動や自然の脅威による災害が発生し

ました。自分たちにできる取り組みとして、現地でのボランティア活動

に限らず、義援金・支援募金も多く実施しています。 

募金活動や衣服の回収プロジェクト、献血への取り組み協力など、少し

ずつ対面での取り組みが増えてきました。このような取り組みが当た

り前にできる社会になってほしいですね。 

＜事例紹介＞ – 埼玉県連盟 越谷第 1 団 – 

大雨災害義援金募金を行いました。スカウトは駅前で大きな声で募金活動を行いました。最終募金金額

は 38,164 円集まり、日本赤十字社に義援金を振り込みました、後日スカウトへ募金金額を伝えて君た

ちの素晴らしい活動で被災した方々のために使われることを伝えました。  

 

各団、地区、県連盟の独自の活動 

地域ごとの文化や歴史に応じた多彩なプログラムに加え、スカウト一

人ひとりが今の地球上に起こっている問題について考え、行動するこ

とを期待して独自性に富んだ活動も推奨しています。 

他の活動分野とも関連付けて 10%の団が独自の活動を実施し、炊き

出しやセーフ・フロム・ハームの読み聞かせ、活動資材を使った環境

マークプログラムなどに取り組んでいます。 

＜事例紹介＞ – 宮城県連盟 塩釜第 1 団 – 

塩釜ロータリークラブと合同での清掃活動を実施しました。３・11 の津波被害のあった公園は綺麗に

復興し市民が散策できるようになっている場所の清掃を行いました。 
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